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研究成果の概要（和文）：30フェムト秒（fs：1fsは1000兆分の1秒）の時間分解能を持つ、スピン偏極電子回折
観測装置を構築・活用して、電荷・結晶構造・スピンという3 つの量子自由度が絡み合って生み出す物質の性質
（マルチフェロイクス）の超高速の変化（相転移）を観測することに成功しました。これによって、物質と励起
光が強く結合する過程(量子光誘起相転移)を介して、マルチフェロイック特性が100fs以内に制御可能であるこ
とが実証されました。得られた知見から、巨大な負の熱膨張を示す新物質開発や、外部の環境に感応する磁性
体、光で酸素原子の移動が制御される遷移金属酸化物等の、想定外の発想の拡張による成果も達成しました。

研究成果の概要（英文）：An attractive target for materials science is to achieve control of phase 
transitions using light (photo-induced phase transitions: PIPTs). Utilization of the quantum 
dynamics of a multi-electron state (quantum PIPT) that is coherently and strongly coupled to the 
electromagnetic field of the excitation photon itself is essential for designing PIPT material with 
ultrafast response. Combining ultrafast modifications of three main physical degrees of freedom in 
solids (Charge-Structure-Spin, C-S-S) will enable us to find unique C-S-S-ordered states. In this 
project, a pulsed electron-diffraction system with a 30-fs time resolution and a spin-polarized 
electron source has been constructed to observe ultrafast C-S-S dynamics. The combined use of this 
system and an ultrafast spectroscopic probe has revealed the quantum natures of the microscopic 
mechanisms driving the initial PIPT process and stimulated the development of the system with 
various new photo-functionalities.

研究分野：光物性

キーワード： 光誘起相転移　フェムト秒パルス電子線　量子ダイナミクス　超高速ダイナミクス　隠れた物質秩序
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研究成果の学術的意義や社会的意義
30fsの時間分解観測が可能、かつ電子のスピン偏極も可能な電子回折観測装置の開発に、世界に先駆け成功しま
した。この装置を用いて、幾つかの無機・有機結晶群で、電荷と結晶構造（強誘電）、スピン（磁性）が、実際
に光励起で100fs以内に一気呵成に変化することを世界に先駆け確認しました。得られた知見から、新しい超高
速光メモリー、光演算デバイス材料群の開拓に加えて、巨大な負の熱膨張を示す新物質を生み出す等、想定外の
発想の拡張による成果も達成しました。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
電荷・構造(電子軌道)・スピンという物質を構成する電子が
持つ 3つの（量子的）自由度を反映し、平衡状態・安定な構造
において発現する相転移は、精力的に研究されてきた。この従
来の枠組みを離れ、光励起状態における相互作用を利用し相
転移を制御する(光誘起相転移)、という独創的な研究に代表
者は 35 年前に着手した。そして、光注入されたエネルギーの
緩和過程(このため応答する電子系の波動関数のコヒーレン
ス等量子性は失われ、エネルギー極小状態への変化のみ発生)
と基底状態でのエネルギー多重安定性を活用した具体例を多
数報告して来た(古典型光誘起相転移、図 1)。 
この古典型光誘起相転移は、応用的視点からも注目され、世
界的な規模で成果が競われている。ところが古典型光誘起相
転移は、その速度、方向性など全てを光励起エネルギーの物質
内緩和過程が支配しているため、緩和過程より速い相変換の
高速化や高効率化、相変化中の過程のオン・オフスイッチ、さ
らには 3自由度を組み合わせた複合制御は不可能であった。 
古典的光誘起相転移物質の問題点を突破するには、光学観測
等から予測される固体内のエネルギー緩和過程 (熱化過程等)
よりも早い時間、特に光励起パルスの幅やその後起きるダイナ
ミクスの着目時間が、固体内の素励起(量子)振動一周期程度の
短時間域の場合に、光励起された多電子(協同現象)系がどのよ
うに応答するか、という課題に取り組む必要がある。 
この場合図 2 に示すように、古典型光誘起相転移とは大きく
異なり、物質内で協同相互作用する多電子系と励起光電磁場振
動とが一体化した励起状態 (協同性物質・光子結合状態：図 2
上側のポテンシャル面)における、多電子状態の波束の量子運動
が相転移過程を支配する。すなわち量子光誘起相転移の発現が
予測されるのである(図 2)。もしこれが具現化すれば、波束の
量子運動(ダイナミクス)によって 3 種の秩序の混成複合状態が
出現する為、光量子操作（コヒーレント操作/制御）による相ス
イッチの高速化、相転移過程中途での過程オン・オフ、光励起
(非平衡)状態特有の秩序を持った Hidden State(図 2 上部に示
す励起状態のポテンシャルの極小に対応)の実現、さらには、3
自由度複合度合いのコヒーレント制御(光マルチフェロイクス)
までもが可能となることが期待される。 
加えて代表者らは、物質内の素励起振動 1 周期に匹敵する時
間幅 11 フェムト秒(fs:10-15 秒)の超短パルス光励起を用いて、
その励起直後(50fs 以内)に生成する、光励起でしか実現できな
い特有の秩序を持った Hidden State が、巨大な超高速光誘起物
性変化を生み出していること、またその光誘起相転移効率を、
2 重光励起パルスの相対位相差によって、いわゆるコヒーレン
ト制御が可能であることを、強電子-格子相関型有機錯体結晶に
おいて報告してきた。 
加えて 2013 年からは国内でのサブピコ秒パルス電子線装置の開発と物質開発応用に関する準
備研究を実施し、単なる高速電子回折のみならず、スピン状態ダイナミクス観測に向けたパルス
スピン偏極電子線装置も可能であるとの技術的見通しを得るに至った。このような、具体的物質
探索に基づく準備研究の成果が、本研究課題開始の背景となった。 
 
２．研究の目的 
「１．研究開始当初の背景」に記したように、代表者は、光励起によって生ずる非平衡状態での
相転移制御、という新学術分野を物質開発も含めて探求する過程で、相変換とその速度決定要因
の微視機構の追求から、協同相互作用を持つ物質場と超短パルス電磁場振動との強結合で駆動
される、量子光誘起相転移の可能性に気が付いた。量子光誘起相転移を発現する新物質の開発を
含む研究の場合、その観測手法の開発も必須である。実際、本研究提案においては、固体内素励
起振動の１周期程度という超短時間で発現すると予測される結晶構造、スピン構造変化の情報
の取得法開発への挑戦が必要不可欠であった。このような研究背景に基づいて、当初の研究目的
は以下の 3点とし、これらは研究終了時まで一貫して追求するものとなった。 
（１）固体物質の物性(誘電、伝導、磁性等)の起源である、電荷・構造(電子軌道)・スピンという
3つの量子自由度が絡み合って多数の構成原子が生み出す秩序(相転移)を、物質内協同相互作用
が生む素励起の時間振動(量子振動)と光子(電磁場時空間振動)が強く結合する過程(量子光誘起
相転移)を利用し、超高速（光学的準備実験から 120～50fsと予測される）に制御することに挑
戦する。特に、光子(電磁場)と物質内協同相互作用が生み出す、量子的振動が強く結合した協同

図 1： 3 種(電荷-構造-スピ
ン)の秩序変化を物質側の緩
和過程が支配する古典型光誘
起相転移ダイナミクスの概念
図（文献①）。 
 

図 2：コヒーレンスを失なう緩
和過程ではなく、量子ダイナミ
クスが支配する量子光誘起相
転移の概念図。多電子系の状態
は、古典型とは大きく異なり量
子的波束として、励起光電磁場
振動と一体化したポテンシャ
ル面(協同性物質・光子結合状
態：図上側、なお励ポテンシャ
ルの振動は、物質と光子間の一
体的強結合を反映)全体にコヒ
ーレンスを持って広がり、3 種
の秩序も混成複合しつつ量子
ダイナミクスに従って運動し
ている。このため物質系の状態
も、古典型の確定状態(球)では
なく、状態(コヒーレンス)の広
がりを象徴した雲で表現され
ている（文献①）。 



性物質-光子強結合状態（光子を纏った(ドレスド)状態)の発現によって超高速相転移(量子光誘起
相転移)を示す新物質の創生と量子光誘起相転移の統一的枠組み(学理) の構成を目指す。 
（２）このために物質と光子が一体化した場で極短時間（120～50fs）に発現する、光励起特有
の新秩序状態(Hidden State)の特性や生成過程を、量子振動一周期をも凌駕する時間分解能を持
って観測することを可能とする、分光・構造観測手法を開発する。 
（３）得られた知見を基盤に、物質内のエネルギー緩和過程に依存する古典的光誘起相転移では
実現不可能な、超高速可逆光相変換物質の開拓に挑戦する。 
 
３．研究の方法 
申請代表者らは、超短パルスレーザー分光とパルス X線、超短パルス電子回折を利用した協同性
光応答物質の開発に従事してきた。特に本研究開始までの 5 年間は国内でのサブピコ秒パルス
電子線装置の開発と物質開発応用に関する準備研究を実施してきた。その経験、知見に基づき、
分担者夫々の研究内容の特性を活かした役割分担による以下の 3 計画を、代表者腰原の統括の
下、密接に連携しながら実施した。 
計画(1) Hidden Stateとその量子ダイナミクス研究用有機・無機光電機能物質の探索と試料の
準備 (腰原、石川、沖本、東、宮坂)：得意とするフェムト秒(fs)分光(腰原、石川、沖本)、非線
形光学測定技術(沖本)を駆使し、量子光誘起相転移材料、特に光誘起マルチフェロイック物質の
開拓を目指した研究を実施。具体的役割分担・貢献を以下に示す（具体的成果は５に記述）。 
(1)-①：東は無機磁性-誘電結合系物質開発を推進。 
(1)-②：宮坂は、主に有機金属磁性錯体、特に電荷-スピン自由度結合物質開発を集中的に実施。 
(1)-③：沖本は、全く新しい物質枠組みの開拓を実施。特に幅広い波長域（1-30 THz）の THz光
や近赤外光を励起に用いた強誘電性の光制御、さらには新物理メカニズムに起因すると期待さ
れるマルチフェロイック現象の探究を集中的に実施。 
計画(2) 時間分解能 30fs 電子回折測定装置作成とスピン偏極線源導入並びに電子回折観測用
薄膜結晶加工(腰原、羽田、林、桑原、石川、沖本、田久保)：以下の４つの計画を連携して実施。 
(2)-① 田久保、羽田、腰原、林は、時間分解能 30fs電子回折測定装置作成を実施。  
(2)-②羽田、林、腰原は、既存のサブピコ秒電子回折装置を用いた準備実験を実施。 
(2)-③ 桑原、田久保、羽田、腰原はスピン偏極電子線源の導入と電子線の超短パルス化を実施。 
(2)-④電子線観測用薄膜結晶作成。田久保、石川、沖本、羽田、林は計画(1)で得られた新規物質
群の薄膜結晶化（電子回折観測に必須）を集中的に実施。特に沖本、石川、林らを中心に浅香（研
究協力者）の密接な協力の下、遷移金属酸化物を中心に、イオンミリングなどを組み合わせた薄
膜結晶作製を集中的に実施。 
計画(3) 量子光誘起相転移の理論枠組み構築 (R2まで石原、その後小野、沖本、石川、腰原)：  
 
４．研究成果 
本研究では、図２に示した量子光誘起相転移物質の探索と、そこで得られた知見を活かした新し
い機能材料の探究、またそのための新しい観測手法の開発を、研究申請時より一貫して目指して
きた。３.研究の手法に示した項目に従って成果を報告する。 
計画(1) Hidden Stateとその量子ダイナミクス研究用有機・無機光電機能物質の探索と試料の
準備： 
(1)-①：東は無機磁性-誘電結合系物質開発を推進した。特にマルチフェロイック物質 BiFeO3の
薄膜合成技術を駆使して量子光誘起相転移用材料を提供し当初計画を達成した。またそこで得
られた関連アイデアを駆使し、巨大負の熱膨張効果を示す物質の合成など、想定外の成果も多数
あげた（文献②）。 
(1)-②：宮坂は、主に金属有機構造体（MOF）、それ
も電荷状態の不安定性と結合した磁性を示す物質
開発を集中的に実施した。MOF は従来もっぱら多
孔性構造材料として、その堅牢な化学結晶構造の利
用研究が爆発的に広まっている。ところが、宮坂は
その堅牢な構造のMOFでも、電荷揺らぎと磁性が
強く結合することで室温超高速光誘起相転移（光誘
起マルチフェロイクス）を発現する可能性に、代表
者や石川との討議で気が付いた。そこで、宮坂と石
川は、電荷移動と磁気的状態の結合した相転移を室
温以上で示す（図 3(b)）、MOF：(NPr4)2[Fe2(Cl2An)3]
結晶（構造は図 3(a)参照）を用いて光励起による電
荷不安定性が、実際に光誘起相転移を引き起こすか
の検証を行った。その結果、図 4に示すように、1次元スピン鎖としての基底状態が、分子の価
数が高温相と同様な、しかし結晶の局所的反転対称性が高温相とは異なって破れた、光励起特有
の状態（Hidden State）が出現することを明らかにした（文献③）。この世界に先駆けた発見に
よって光以外の外部要因が構造を変化させ、磁性や電荷状態変化させるかも知れないという、宮

図 3： (a)本研究で用いた MOF の
(NPr4)2[Fe2(Cl2An)3]結晶の構造, (b)
この結晶が示す、1次元スピン鎖である
高電荷移動状態（低温相）と常磁性の低
電荷移動量状態（高温相）の間の相転移
の模式図（文献③） 



坂の想定外の発想も生み出すこととなった（文献④）。 
(1)-③：沖本が中心となって、全く新しい光誘起量子相転移物
質枠組みの開拓を実施した。前半は産総研、京大、東大と共同
でプロトン-π電子結合型誘電体を用いて、当初予測できなか
った THz励起光と電子状態の強い結合（THzドレスド状態）
の実在証明で大きな成果を上げた（文献⑤、⑥）。後半では、
鉄酸化物強誘電体 RFe2O4（電子強誘電体と呼称される：図 5）
に重点を移し、その存在実証（文献⑦）やそれを用いた THz
発生制御効果を発見した（文献⑧）。さらに、分極の超高速光
制御の研究を推進し、電荷秩序の変化で分極が 120fs 以内に
大きく変化することも発見し、新しいマルチフェロイック材
料としての本物質系の可能性を示した。 
計画(2)時間分解能 30fs 電子回折測定装置作成とスピン偏極
線源導入並びに電子回折観測用薄膜結晶加工(腰原、羽田、林、
桑原、石川、沖本、田久保) 
(2)-①、②RF キャビティ―によるパルス圧縮手
法を用いて、世界に先駆けたレーザー・圧縮 RF
同期方式で、電子線パルス幅を 75fs 程度まで圧
縮することに成功した（文献⑨）。そのパルス時
間波形特性と物質系の時間応答波形の畳み込み
計算から、時間分解能 30fs が実現することとな
った。図 6に装置の概要と得られた観測結果の例
を示す。装置の具体的性能は全て、Si薄膜結晶の
光誘起構造変化過程と、光誘起光学特性変化を比
較することで確認された。まさに、具体的物質に
おける動的構造変化の観測結果を用いて装置の
性能確認に成功したこととなり、今後の物質科学
への適用に当たって重要なデモ実験となった。 
構築した装置、並びに培ってきた電子回折装置
運用技術を活用して、Co 酸化物での光誘起酸素
移動の探索（光イオ二クス分野の創始：文献⑩）、
液晶相ドメインの光制御（文献⑪）など、光誘起
相転移の応用に新局面をもたらす研究成果を達成
した。さらに、複合スピンクロスオーバー系にお
ける超高速光誘起相転移過程でのハロゲン結合の
動的役割の解明、ナノ構造間の電荷移動反応など、
構築した超高速電子回折技術の固体化学への拡張
でも研究の最終段階で多くの成果を上げ、量子光
誘起相転移を含む幅広い光誘起相転移分野研究、
光機能材料開拓におけるパルス電子線技術利用へ
の関心を大いに喚起した（文献⑫、⑬）。このよう
な結果は、光誘起相転移に伴う構造変化を、100fs
以下の時間分解能でとらえることが可能となった
故の成果であり、本研究で育成した装置と技術無
くしては得られなかったものである。 
さらに本研究の知見が生んだ想定外の成果とし
て、THz 光と電子線の相互作用を利用した電子線
パルス幅測定装置の開発、並びに THz電場ストリ
ーク方式による、電子回折観測の更なる高度化に
めどをつけることにも成功した（文献⑭）。 
(2)-③：桑原らが開発した、歪半導体薄膜を用いたスピン偏極電子発生用カソードを計画(2)-①で
開発した装置に導入し、約 85％のスピン偏極度を持った、パルス幅 75fs（時間分解能 30fs）の
スピン偏極パルス電子線装置開発に成功した。その装置性能評価として、非磁性体、磁性体での
回折のスピン方向依存性並びにそのダイナミクスを観測したところ、磁性体の基底状態では、中
性子回折と対応する結果が得られた。このような超高速ダイナミクスの測定は、中性子では困難
な本技術ならではのものである。 
計画(3) 量子光誘起相転移の理論枠組み構築 (R2まで石原、その後小野、沖本、石川、腰原)  
石原、小野は、実験グループの沖本、石川、腰原と協力して量子光誘起相転移の理論枠組みを構
築し、強誘電性の光制御などの実験データの解釈を通してHidden Stateの同定法（論文 18）と
その状態に起因する新しい非線形光学効果（論文 14、重要論文）を提案した。特に計画(1)と(2)
で開拓された、マルチフェロイック物質 BiFeO3の、量子ダイナミクス解明に集中的に取り組ん
だ。その結果、光励起状態とフォノンの強結合によって形成される特殊なフォノンソフト化状態
（フォノン-励起子ドレスド状態：Hidden State）が原因となって、誘電・磁性の複合的光誘起

図 6：新しい RF 同期方式
の超短パルス電子線初声
装置の概要と、構築した
回折像観測装置の構成。
並びに装置性能試験用試
料であるSi薄膜結晶の電
子回折像（右下上部）とそ
の光誘起回折強度変化の
時間依存性（文献⑨）。 

図 5： RFe2O4 
(R は 3 価の希
土類元素）の
結晶構造。2枚
ある Fe 層（図
の色付き部）
で、Fe2＋と Fe3
＋の電荷秩序
の発生と、2層
の間で 2 価と
3 価の鉄イオ
ンの比率が変
わることで分
極、すなわち
強誘電性が発
現する（文献
⑦）。 

図 4： (NPr4)2[Fe2(Cl2An)3]結
晶中に、光励起後 50fs 程度
で発現する、局所的反転対称
性が破れた、光励起特有の構
造 を 有 す る 状 態 (Hidden 
State)の模式図(文献③) 



相転移が起きることを明らかにした。またナノ構造間の電荷移動反応と構造変化の関係などの
解明も行った（文献⑬）。 
以上のように、研究計画(1)-(3)全てを達成するとともに、(1)では極めて広範な新機能性材料の
拡張、(2)では新電子線評価技術を実現等、光機能物質開拓、超短パルス電子線技術の両面で、想
定外の成果を上げることが出来た。全ての成果は、今後の物質開拓優位性維持に物質開発と観測
科学の連携が必須であることを明示している。本研究援助によって、これら世界に先駆けた成果
をあげる機会をいただいたことに、心よりお礼を申し上げる。 
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Magnetization reversal by electric field in Co-substituted BiFeO3 under a control of domains by trailing fields

Magnetization reversal by electric field in Co-substituted BiFeO3 under a control of domains by trailing fields

Domain Structure Observation and Design of Phase Transition-type Negative Thermal Expansion Materials

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2022 MRS FALL MEETING（国際学会）

2022 MRS FALL MEETING（国際学会）

Takuma Itoh、Marin Katsumata、Kei Shigematsu、Masaki Azuma

Koomok Lee、Kei Shigematsu、Das Hena、Masaki Azuma

Masaki Azuma

小池 剛大、東 正樹、西久保 匠、酒井 雄樹

International Workshop on Physics and Chemistry of Electronic Materials（国際学会）

粉体粉末冶金協会2022年度春季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Magnetization Reversal in BiFe0.9Co0.1O3 Thin Films 2 -Control of Ferroelectric and Ferromagnetic Domains by Trailing
Fields-

Exploring the Correlation Between the Spin-State Configuration and the Magnetic Order in Co-Substituted BiFeO3

Giant Negative Thermal Expansion Materials

PbTiO3 型ペロブスカイト酸化物Bi0.5+xNa0.5-xVO3の負熱膨張

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第39回強誘電体応用会議（FMA39）

第39回強誘電体応用会議（FMA39）

日本セラミックス協会第35回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会第35回秋季シンポジウム

伊藤 拓真、重松 圭、東 正樹

小池 剛大、西久保 匠、酒井 雄樹、東 正樹

西久保 匠 、若崎 翔吾、山本 樹、酒井 雄樹、DAS Hena、町田 晃彦、綿貫 徹、東 正樹

Koomok Lee、重松 圭、東 正樹

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

強誘電性・強磁性を併せ持つBiFe0.9Co0.1O3薄膜のWater printing による面外分極反転とドメイン制御

PbTiO3 型ペロブスカイト酸化物Bi0.5+xNa0.5-xVO3の負熱膨張

ペロブスカイト PbMnO3の局所構造と電荷秩序状態の解明

Co 置換BiFeO3上へのInSb磁気センサ薄膜の製作

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第83回応用物理学会秋季学術講演会

粉体粉末冶金協会2022年度秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西久保 匠、酒井 雄樹、東 正樹

 ２．発表標題

酒井 雄樹、西久保 匠、ダス ヘナ、東 正樹、水牧 仁一郎、溝川 貴司、町田 晃彦、綿貫 徹、沖本 洋一

李 邱穆、重松 圭、東 正樹

伊藤 拓真、重松 圭、東 正樹

日本セラミックス協会第35回秋季シンポジウム

第83回応用物理学会秋季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

複数メカニズムの共存による負熱膨張特性の強化

放射光を用いたペロブスカイト型酸化物Bi1-xPbxNiO3の負熱膨張メカニズムの解明

Co 置換BiFeO3上へのInSb 磁気センサ薄膜の製作

(110)配向マルチフェロイックBiFe0.9Co0.1O3薄膜の面内 電場印加による強誘電性・強磁性ドメイン構造変化、Co置換BiFeO3上へのInSb
磁気センサ薄膜の製作、

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

粉体粉末冶金協会2022年度秋季大会

第32回日本MRS年次大会（国際学会）

岡島 慈英、東 正樹、重松 圭

西久保 匠、若崎 翔吾、山本 樹、酒井 雄樹、DAS Hena、町田 晃彦、綿貫 徹、東 正樹

西久保 匠

酒井 雄樹、木原 汐里、若崎 翔吾、西久保 匠、福田 真幸、水牧 仁一郎、東 正樹

第63回高圧討論会

第63回高圧討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

マルチフェロイックBiFe0.9Co0.1O3薄膜のデバイス化に向けたフォトリソグラフィによるナノドット作製

Design and Domain Structure Observation of Phase Transition-type Negative Thermal Expansion Materials

圧力誘起巨大体積変化を活かした巨大負熱膨張物質の開発と実用化

ペロブスカイト型酸化物Bi0.5Pb0.5MO3（M = 3d遷移金属）の系統的な電荷分布変化

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第9回愛媛大学先進超高圧科学研究拠点（PRIUS)シンポジウム

日本セラミックス協会2023年年会

日本セラミックス協会2023年年会

熊本大学講演会（招待講演）

劉 丘民、西久保 匠、酒井 雄樹、ヘナ ダス、壬生 攻、尾上 智子、川上 隆照、町田 晃彦、綿貫 徹、東 正樹

小野 大樹、西久保 匠、酒井 雄樹、重松 圭、東 正樹

宮坂等

東 正樹

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

PbFeO3の圧力誘起相転移

マルチフェロイック物質BiFeO3の４ｄ、５ｄ元素置換による弱強磁性化

多孔性錯体格子材料と物性科学―低次元金属錯体格子の電荷とスピンを操る

巨大負熱膨張材料の高圧合成

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IROAST International Symposium: Japn-Korea International Joint Symposium（招待講演）（国際学会）

Spins in Molecular System: Experiment, Theory and Application-II (SiM-2)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hitoshi Miyasaka

 ２．発表標題

Hitoshi Miyasaka

Hitoshi Miyasaka

Hitoshi Miyasaka

8th Asian Conference on Coordination Chemistry (ACCC8)（招待講演）（国際学会）

The 73rd Yamada Conference and IMR International Symposium 2022（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Switchable Porous Magnets (1): Inter-layer distance dependency in porous layered magnets tuned by common gas adsorptions

Phase Swichable Porous Magnets

Manipulation of Charge and Spin in Metal-Organic Frameworks

Manipulation of Charge and Spin in Metal-Organic Frameworks

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2nd Asian Conference on Molecular Magnetism (ACMM II)（招待講演）（国際学会）

Modern Trends in molecular Magnetism (MTMM 3)（招待講演）（国際学会）

Hitoshi Miyasaka

Hitoshi Miyasaka

芳野遼，西郷将生，宮田潔志、恩田健、大場正昭、宮坂等

Bingbing Li, Jun Zhang, Wataru Kosaka, Haruka Yoshino, Hitoshi Miyasaka

第142回金研講演会

第142回金研講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Switchable Porous Magnets (2): Manipulation of Charge and Spin in Metal-Organic Frameworks

Switchable Porous Magnets (3): Paramagnetic O2 mediates magnetic long-range ordering

一次元 Re(V)Cd(II) 配位高分子のガス吸着に連動した多段階発光変化

Guest-Responsive Structural Transformations Involving a Dimension Change in Fe(tfac)2 Based Metal-Organic Frameworks

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第142回金研講演会

第39回無機・分析化学コロキウム

錯体化学若手の会夏の学校2022

ACCC8（招待講演）（国際学会）

芳野遼

芳野 遼、西郷将生、宮田潔志、宮坂等

Wataru Kosaka

伊藤千紗, 芳野遼，高坂亘，宮坂等

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ガス応答を示す発光性配位高分子を用いた励起状態ダイナミクスの制御

ガス応答型発光性配位高分子 (MOF) の励起状態ダイナミクスの制御を介した好感度発光センシング

Control of the Long-Range Magnetic Ordering via Gas Adsorption in a π-stacked Pillared Layer Framework

後反応による自在置換可能な水車型ルテニウム二核(Ⅱ,Ⅱ)錯体を用いた超分子的電荷移動型集積体の設計

 １．発表者名
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2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会 第72回討論会

第143回東北大学金属第両研究所講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

M.Magott, K.Plonka,B.Sieklucka, D.Pinkowicz, W.Kosaka, H.Miyasaka

 ２．発表標題

Wataru KOSAKA, Jun ZHANG, Yasutaka KITAGAWA, Hitoshi MIYASAKA

Haruka YOSHINO, Masaki SAIGO, Kiyoshi MIYATA, Ken ONDA, Masaaki OHBA, Hitoshi MIYASAKA

伊藤千紗, 芳野遼, 高坂亘, 大谷優介, 久保百司, 今野豊彦, 宮坂等

錯体化学会 第72回討論会

錯体化学会 第72回討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Guest Programmable Spin State in a Breathing 3-D Cyanide-Bridged Fremework

A Host-Guest Electron Transfer Mechanism for Magnetic and Electronic Modifications in a Redox-Active Metal-Organic Framework

Ammonia-induced Multi-step Luminescence Variations in an One-dimensional Re(V)Cd(II) Coordination Polymer

水車型ルテニウム二核(Ⅱ,Ⅱ)錯体を用いた後置的な分子修飾による共有結合性錯体格子の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第143回東北大学金属第両研究所講演会

第143回東北大学金属第両研究所講演会

伊藤千紗, 芳野遼, 高坂亘, 大谷優介, 久保百司, 今野豊彦, 宮坂等

北山拓, 芳野遼, 高坂亘, 宮坂等

高坂亘，張俊，宮坂等

芳野遼、西郷将生、宮田潔志、恩田健、宮坂等

日本化学会 第103春季年会

日本化学会 第103春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水車型二核錯体への後置的な分子修飾による共有結合性錯体格子の開発

2-hydroxypyridine 架橋水車型[Ru2　ⅡⅢ]二核錯体の合成と酸化還元特性

フェナジン架橋水車型Ru二核錯体多孔性配位高分子におけるゲート型CO2吸着挙動に関する考察

Au(I) 錯体を用いた発光性配位高分子の逆選択的ゲスト吸着および発光変化

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第103春季年会

日本化学会 第103春季年会

The 29th International Conference on Low Temperature Physics（国際学会）

The 29th International Conference on Low Temperature Physics（国際学会）

北山拓、芳野遼、高坂亘、宮坂等

Atsushi Ono, Yutaka Akagi

Shohei Imai, Atsushi Ono, Sumio Ishihara

伊藤千紗、芳野遼、高坂亘、大谷優介、久保百司、今野豊彦、宮坂等

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

2-hydroxypyridine架橋水車型Ru二核錯体の合成と酸化還元特性

Photocontrol of spin scalar chirality in centrosymmetric itinerant magnets

All-optical momentum-resolved spectroscopy in correlated insulators

水車型ルテニウム (II, II) 二核錯体の後置的な分子修飾による電荷制御と多次元格子への展開

 １．発表者名
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2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2022年大会, Japan Geoscience Union Meeting 2022JpGU

公益社団法人　日本顕微鏡学会　学際的顕微研究領域　若手研究部会　2022年度シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

桑原真人

 ２．発表標題

今井渉平, 小野淳

桑原真人

桑原真人

日本物理学会2022年秋季大会

日本顕微鏡学会第78回学術講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Stroboscopic measurements in transmission electron microscopy using photoemission electron gun

光駆動電子のスピンダイナミクスと高次高調波の偏光自由度との関係

高スピン偏極パルス電子源を有する時間分解透過電子顕微鏡の開発

Time-resolved transmission electron microscopy in material science

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2022年 第62回 フラーレン・ナノチューブ・グラフェン総合シンポジウム

2022年度 応用物理・物理系学会 中国四国支部 合同学術講演会

Misaki Kishibuchi, Kyohei Nasu, Mitsuaki Maetani, Yuichiro Tanaka, Yasuhiko Hayashi, Hiroo Suzuki

上原健輔，田中佑一郎，林皓鷺，鈴木弘朗，西川亘，林靖彦

中堀慎也，亀高諄，田中佑一郎，林晧鷺，鈴木弘朗，西川亘，林靖彦

亀高諄，中堀慎也，田中佑一郎，鈴木弘朗，西川亘，A. K. K. Kyaw（南方科技大学），林靖彦

2022年度 応用物理・物理系学会 中国四国支部 合同学術講演会

2022年度 応用物理・物理系学会 中国四国支部 合同学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Growth of hBN on CNT assemblies and their memristive behavior

硫黄架橋構造を導入したカーボンナノチューブ紡績糸の機械特性評価

クロロスルホン酸処理したカーボンナノチューブ紡績糸の内部構造とその熱電特性

N-DMBIドープCNT紡績糸のn型熱電変換特性とその最適化

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2022年度 応用物理・物理系学会 中国四国支部 合同学術講演会

2022年度 応用物理・物理系学会 中国四国支部 合同学術講演会

2022年 第83回 応用物理学会 秋季学術講演会

2022年 日本機械学会M&M2022材料力学カンファレンス

林皓鷺，田中佑一郎，鈴木弘朗，西川亘 ，林靖彦

中堀慎也，亀高諄，田中佑一郎，林皓鷺,　鈴木弘朗，西川亘，林靖彦

上原健輔，田中祐一郎，林皓鷺，鈴木弘朗，西川亘，林靖彦

田中佑一郎，林晧鷺，鈴木弘朗，西川亘，林靖彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

微粒噴霧浮遊触媒化学気相成長法による細径単層カーボンナノチューブ合成

クロロスルホン酸処理カーボンナノチューブ紡績糸の熱電変換特性

張力をともなう高温通電加熱によるカーボンナノチューブ紡績糸の高強度

基板上AlxOy触媒担持層の酸化状態制御による細径カーボンナノチューブの長尺・高密度合成

 １．発表者名



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

OLC2021（国際学会）

OLC2021（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

T. Konishi, Y. Nakaike, M. Hara, R. Sato, Y. Saida, W. Yajima, R. Shikata, M. Hada, S. Saito

 ２．発表標題

Y. Hayashi, J. Kametaka, S. Nakahori, T. Nishikawa, A. K. K. Kyaw, H. Suzuki

Haolu Lin, Yuichiro Tanaka, Hiroo Suzuki, Takeshi Nishikawa, Yasuhiko Hayashi

Y. Yamamoto, S. Ohmura, Y. Kishibe, W. Yajima, R. Shikata, K. Akada, S. Yoshida, J. Fujita, S. Koshihara, Y. Nishina, M.
Hada

The 2023 MRS Fall Meeting & Exhibit（国際学会）

The 22nd International Conference on the Science and Application of Nanotubes and Low-Dimensional Materials（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Molecular liquid crystal adhesive that melts by light: Mechanism elucidation of the photomelting function

Large thermoelectric power factor of flexible and robust few-walled carbon nanotube yarn by joule heat annealing

Synthesizing Small-Diameter Single-walled Carbon Nanotubes by Floating Catalyst Chemical Vapor Deposition

Ultrafast Time-Resolved Electron Diffraction Capturing Layer Stacking Dynamics of Graphene Oxide

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

OLC2021（国際学会）

OLC2021（国際学会）

T. Konishi, Y. Nakaike, M. Hara, R. Sato, Y. Saida, W. Yajima, R. Shikata, M. Hada, S. Saito

Y. Saida, T. Konishi, R. Sato, Y. Nakaike, W. Yajima, R. Shikata, M. Hara, S. Saito, M. Hada

M. Hada, D. Yamaguchi, T. Kato

M. Hada, D. Yamguchi, T. Ishikawa, T. Sawa, K. Tsuruta, K. Ishikawa, S. Koshihara, Y. Hayashi, T. Kato

OLC2021（招待講演）（国際学会）

Pacifichem 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Light-melt adhesives: Structural design and adhesive performances

Ultrafast time-resolved electron diffraction with double-pulse-excitation applied to the light-melt adhesive based on a
flapping triphenylene liquid crystal

Ultrafast collective motions of liquid-crystalline azobenzene molecules observed by ultrafast time-resolved electron
diffraction

Ultrafast collective motions induced by the photoisomerization of liquid crystalline azobenzene molecules

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2021（ICMaSS2021)（国際学会）

8th International Congress on Ceramics(ICC8)（国際学会）

IEEE　ISAF2021（国際学会）

MATERIALS RESEARCH MEETING(MRM)2021（国際学会）

Kei Shigematsu, Masaki Azuma

Takuma Itoh , Marin Katsumata, Kei Shigematsu , Masaki Azuma

Kei Shigematsu, Keita Ozawa、 Marin Katsumata, Masaki Azuma

Makoto Kuwahara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Direct Observation of Magnetization Reversal by Polarization Switching inMultiferroic Cobalt-Substituted Bismuth Ferrite
Thin Film

Control of ferromagnetic and ferroelectric domains in BiFe0.9Co0.1O3 thin films by utilizing trailing fields

Observation of ferroelectric and ferromagnetic domains of BiFe0.9Co0.1O3 nanodot array by using anodic porous alumina mask

Time-resolved measurement in ultrafast transmission electron　microscopy

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

New Generation in Strongly Correlated Electron Systems 2021 (NGSCES2021)（国際学会）

2021MRM（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

于洪武、田久保耕、石川忠彦、腰原伸也、深田正幸、西田銀一、池田直、藤原孝将、 大田伶佳、阪上拓巳、 藤井達生、 岸田晶穂、 伊藤
弘毅、 岩井伸一郎、沖本洋一

 ２．発表標題

Atsushi Ono

Atsushi Ono and Sumio Ishihara

S. Imai, A. Ono, and S. Ishihara

Electronic Properties of Two-Dimensional Systems / Modulated Semiconductor Structures (EP2DS-24/MSS-20)（国際学会）

Photoinduced Phase Transitions and Cooperative Phenomena (PIPT7)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Electronic ferroelectric LuFe2O4 crystal Time-resolved SHG measurement

Ultrafast reorientation of the Neel vector in antiferromagnetic Dirac semimetals

Photocontrol of magnetic and electronic structures in antiferromagnetic Dirac semimetals

Optical momentum-resolved spectroscopy based on time-reversal dynamics in correlated insulators

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PIPT 7（国際学会）

PIPT 7（招待講演）（国際学会）

K. Takubo, K. Yamamoto, Y. Yokoyama, K. Yamagami, Y. Hirata, H. Wadati, M. Hada, T. Ishikawa, Y. Okimoto, and S. Koshihara

S. Koshihara, T. Ishikawa, Y. Okimoto, K. Takubo and M. Hada

Y. Okimoto, H. Yu, Y. Fukada, R. Kiyomiya, N. Ikeda, H. Itoh, S. Iwai, T. Ishikawa, S. Koshihara

T. Ishikawa, S. Nakano, T. Okazaki, D. Nishida, K. Takubo, Y. Okimoto, S. Koshihara, M. Hada, A. Miyawaki and K. Takahashi

PIPT 7（招待講演）（国際学会）

PIPT 7（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Probing ultrafast structural and magnetic dynamics by time-resolved soft x-ray scattering and electron diffraction

The experimental challenge for developing photoinduced phase transition (PIPT) materials

Ultrafast dynamics of the Electronic Ferroelectric Iron Oxide

Photoinduced structural change in the spin-crossover hybrid system

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PIPT 7（国際学会）

YOUNG MULTIS (Multiscale Phenomena in Condensed Matter Online conference for young researchers)（国際学会）

2021 Nankai International Mini-Symposium on Advanced Materials (organized by Prof. Zhano-Yang Li, Nankai University, China)
（招待講演）（国際学会）

17th International Conference on Molecule-Based Magnets 2021 (ICMM2021)（招待講演）（国際学会）

S. Banu, M. Hada, Y. Hayashi, T. Ishikawa, S. Jin, M. Kaneko, S. Koshihara, K. Takubo, Y. Okimoto

Hitoshi Miyasaka

Hitoshi Miyasaka

K. Fukumoto, Y. Fukami, S. Koshihara and S. Adachi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of a tabletop femtosecond electron diraction system

Manipulation of Charge and Spin in Metal-Organic Frameworks

Phase Switchable Porous Magnets

Microscopic study of photogenerated electron dynamics in 3D topological insulator by time-resolved photoemission electron
microscopy

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Materials Sciences and Nanomaterials（招待講演）（国際学会）

International Conference on the Science and Application of Nanotubes and Low-Dimensional Materials（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Jun Kametaka, Yuichiro Tanaka, Mitsuaki Maetani, Kyohei Nasu, Takeshi Nishikawa, Hiroo Suzuki, Aung Ko Ko Kyaw, Yasuhiko
Hayashi

 ２．発表標題

Hitoshi Miyasaka

Hitoshi Miyasaka

Yasuhiko HAYASHI

Pcifichem2021 Pacifichem Symposium #245 “Frontiers of Molecular Magnetism”（招待講演）（国際学会）

Pcifichem2021 Pacifichem Symposium #232 “Advanced multifunctional molecular materials based on dynamic spin”　（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Quick n-type doping of CNT yarns using N-DMBI for thermoelectric application

Dynamic electronic states in Fe-tetraoxolene honeycomb networks

Phase switchable porous magnets

Enhancing Thermoelectric Properties of Carbon Nanotube Yarn by Joule Heating and Doping

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on the Science and Application of Nanotubes and Low-Dimensional Materials（国際学会）

2021 MRS Fall Meeting（国際学会）

Mitsuaki Maetani, Lin Haolu, Kyohei Nasu, Takeshi Nishikawa, Hiroo Suzuki, Yasuhiko Hayashi

Amr Elattar, Kosei Tsutsumi, Kodai Nakao, Hiroo Suzuki, Takeshi Nishikawa, and Yasuhiko Hayashi

Amr Elattar, Wenhui Li, Hiroo Suzuki, Takeshi Nishikawa, Aung Ko Ko Kyaw, Yasuhiko Hayashi

四方諒、鈴木弘朗、亀高諄、重枝勇歩、井上寛隆、矢嶋渉、前谷光顕、田中佑一郎、西川亘、林靖彦、羽田真毅

15th International conference on materials chemistry（国際学会）

第82回応用物理学会秋季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Growth of high-density vertically aligned carbon nanotubes by suppressing Fe migration by introduction of Fe/MoxOy catalyst

Copper Dopant Incorporation for Bandgap Engineering of MAPbBr3 Perovskite Thin Films with Enhanced Near-Infrared
Photocurrent-Response

Mixed Cation Copper-based Perovskite Single Crystals with Trimodal Behavior

カーボンナノチューブの界面構造と熱特性・機械特性の相関

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回応用物理学会春季学術講演会

第69回応用物理学会春季学術講演会

次世代真空エレクトロニクス研究会　第4回定例研究会（招待講演）

マイクロビームアナリシス技術部会（招待講演）

齋田友梨、小西智暉、佐藤竜馬、中池由美、矢嶋渉、四方諒、原光生、齊藤尚平、羽田真毅

桑原真人,　中蔵虎二郎,　古井雅人,　石田高史,　田中信夫,　齋藤晃

桑原真人

四方諒、岸淵美咲、矢嶋渉、鈴木弘朗、大村訓史、林靖彦、羽田真毅

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

光剥離する有機液晶分子の超高速構造ダイナミクス計測

NEA半導体フォトカソードを応用した時間分解電子顕微鏡の開発と応用

スピン偏極パルス TEM による時間分解測定の現状

カーボンナノチューブ・窒化ホウ素ナノチューブヘテロ接合に生じる超高速エネルギー移動

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会第77回学術講演会

日本顕微鏡学会第77回学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中蔵虎二郎,　古井雅人,　吉田優也,　永田渉,　石田高史,　齋藤 晃,　桑原真人

 ２．発表標題

桑原真人，水野りら，中蔵虎二郎，古井雅人，森下英郎，石田高史，長沖 功，揚村寿英

石田高史，大塚真弘，桑原真人，齋藤 晃，川崎忠寛

古井雅人，中蔵虎二郎，吉田優也，永田渉，石田高史，齋藤 晃，桑原真人

第82回応用物理学会秋季学術講演会

第82回応用物理学会秋季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

高密度パルス電子線によるシングルショットイメージング

光陰極電子源を用いた100kVパルス透過電子顕微鏡による時間分解計

電子ベッセルビームをもちいたADF-STEMにおける焦点深度拡大

周波数安定化パルスレーザーを用いた可逆反応の動的TEM観察

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会第77回学術講演会

日本顕微鏡学会第77回学術講演会

石田高史，篠崎 暉，桑原真人，三好敏喜，齋藤 晃，新井康夫

森下英郎，大嶋 卓 ，桑原真人 ，揚村寿英 ，小 瀬 洋一

桑原 真人，横井里奈，永田 渉，古井雅人，中蔵虎二郎，石田高史 ，齋藤 晃，田中信夫

桑原真人，水野りら，横井里奈，吉田優也，桒原彰太，石田高史，齋藤 晃，田中信夫

日本顕微鏡学会第77回学術講演会（招待講演）

日本顕微鏡学会第77回学術講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

低加速透過電子顕微鏡による SOI ダイレクト電 子検出器の性能評価

高輝度 NEA ホトカソードを用いたパルス電子線 における空間電荷効果の評価

フォトカソードを用いた透過電子顕微鏡におけ る干渉性と時間分解計測への応用

パルス透過電子顕微鏡を用いた時間分解計測

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会第77回学術講演会

日本地球惑星科学連合2021年大会（招待講演）

応用物理学会秋季学術講演会

高圧討論会

桑原真人

Koomok　Lee、重松圭、東正樹

東 正樹，西久保 匠，酒井 雄樹，山本 孟，岡 研吾

清水大瑚 ，長瀬知輝 ，肖 英紀 ，桒原真人 ，五十嵐信行，長尾全寛

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Time-resolved transmission electron microscopy toward operando-measurement in geoscience

酸化物基板上へのInSbエピタキシャル薄膜の製作

Bi,Pb-3d 遷移金属ペロブスカイトの圧力誘起相転移と負熱膨張

ローレンツ電子顕微鏡を用いた磁気スキルミオ ンとアンチスキルミオンの相互作用の解析

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

粉体粉末冶金秋季大会

ACHPR

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Masaki Azuma

 ２．発表標題

伊藤 拓真 、勝俣 真綸、 重松 圭、東 正樹

重松 圭、西久保 匠、酒井 雄樹、東 正樹 、清水 啓佑、山本 一理、Nikoleav Sergey、Hena Das

東　正樹, 岡　研吾, 山本　孟, 酒井雄樹

粉体粉末冶金秋季大会

粉体粉末冶金秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Giant Negative Thermal Expansion Materials Derived from Pressure Induced Phase Transitions

マルチフェロイックBiFe 0.9 Co 0.1 O 3 薄膜におけるtrailing fieldを用いた強誘電 性 ・強磁性ストライプドメイン形成と制御

室温フェリ磁性体四重ペロブスカイトCeCu3Mn4O12薄膜の垂直磁化

巨大負熱膨張材料の研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回応用物理学会春季学術講演会

第70回応用物理学会春季学術講演会

Koomok Lee, Hena Das, Kei Shigematsu, Masaki Azuma

伊藤 拓真 、 重松 圭  、東 正樹

小野淳

今井渉平, 小野淳

日本物理学会2021年秋季大会

日本物理学会2021年秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Theoretical investigations of the canted antiferromagnetism in Co doped BiFeO3

Water printingによる マルチフェロイック BiFe 0.9 Co 0.1 O 3 薄膜 の面外分極反転と強誘電性・強磁性 ドメイン制御

テラヘルツパルスによる強誘電体における第二高調波発生の実時間変調

光駆動電子の時間反転現象を通した高次高調波発生の解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第77回年次大会

日本物理学会第77回年次大会

日本物理学会　第77回年次大会

日本物理学会　第77回年次大会

今井渉平, 小野淳

S. Banu, M. Kato, K. Takubo, T. Ishikawa, Y. Okimoto, S. Koshihara, N. Eguchi, H. Miyasaka

于洪武、田久保耕、石川忠彦、腰原伸也、深田幸正、西田銀一、井上直希、池田直、藤原孝将、沖本洋一
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日本物理学会第75回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石川忠彦, 佐野史弥, 沖本洋一, 腰原伸也, 杜毅軟, 高橋優介, 高坂亘, 宮坂等

 ２．発表標題

Masaki Azuma, Keisuke Shimizu, Ryo Kawabe, Hajime Yamamoto, Kei Shigematsu, Hajime Hojo, Ko Mibu

T. Ishikawa, F. Sano, T. Goto, Y. Okimoto, S. Koshihara, Y. Takahashi, Y. Du, W. Kosaka, and H. Miyasaka

Atsushi Ono, Sumio Ishihara

Electroceramics XII conference（招待講演）（国際学会）

The 1st Asian Conference on Molecular Magnetism (ACMM 2020)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

中性イオン性相転移を示す新規一次元鎖状高分子における光誘起電荷移動ダイナミクスII

Magnetization reversal by electric field at room temperature in Co substituted bismuth ferrite thin film

Photoinduced charge transfer dynamics in a chain coordination-polymer neutral-ionic phase transition system

Ultrafast reorientation of the Neel vector in antiferromagnetic Dirac semimetals

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第75回年次大会

日本物理学会第75回年次大会

松島遼, 周 清瑶, 石川忠彦, 腰原伸也, 夏 沛宇, 板谷治郎, 堀内佐智雄, 沖本洋一

于 洪武, 深田 幸正, 清宮 僚人, 池田 直,伊藤 弘毅, 岩井 伸一郎, 石川 忠彦, 腰原 伸也, 沖本 洋一

小野淳, 石原純夫

今井渉平, 小野淳, 石原純夫

2020年第67回応用物理学会春季学術講演会（招待講演）

日本物理学会 第75回年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

有機強誘電体Hdppz Hca における中赤外域電場振動を用いた強誘電ダイナミクス制御

電子強誘電体LuFe2O4の時間分解非線形分学測定

光誘起非平衡ダイナミクスの理論

中性イオン性転移系における高次高調波発生

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 第75回年次大会

日本物理学会 第75回年次大会

日本物理学会 第75回年次大会

日本物理学会 第75回年次大会

小野淳, 石原純夫

松林幸宏, 石原純夫

川上洋平, 天野辰哉, 伊藤弘毅, 川口玄太, 山本浩史, 中村優斗, 岸田英夫, 佐々木孝彦, 石原純夫, 米満賢治, 岩井伸一郎

正木祐輔, 石原純夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

反強磁性ディラック半金属における磁性・伝導性の光制御の理論

銅酸化物超伝導体における酸素K吸収端共鳴非弾性X線散乱による電子励起の研究

6 fs単一サイクル近赤外パルスによる有機超伝導体の第2、第3高調波発生II

スピン三重項励起子絶縁体系における光照射効果

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第100春季年会

日本化学会第100春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yoshihiro Sekine,J. Chen, W. Kosaka, H. Miyasaka

 ２．発表標題

深谷亮, 山崎裕一, 中尾裕則, 野澤俊介, 田端千紘, 石原純夫, 久保田雄也, 富樫格, 矢橋牧, 藤岡淳, 十倉好紀, 足立伸一

谷口 耕治、黄柏融 、宮坂等

Wataru Kosaka, Du Yinan, Hitoshi Miyasaka

日本物理学会 第75回年次大会

第67回応用物理学会春季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Multi-responsive charge state switching in tetraoxolene-bridged Fe two-dimensional honeycomb layered frameworks

フェムト秒時間分解X線回折によるLaCoO3薄膜の電子-格子相関ダイナミクスの直接観測 II

空間反転対称性の破れを制御した有機・無機ハイブリッド層状ペロブス

Flexible tuning of the electronic state by chemical doping in a one- dimensional chain frameworks showing neutral-ionic
phase transition

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第100春季年会

日本化学会 第100春季年会アジア国際シンポジウム（招待講演）

Jun Zhang

M. Hada

羽田 真毅、石川 忠彦、大村 訓史、慶尾 直哉、田久保 耕、鈴木 達也、浅香 透、林 靖彦、阿部 伸行、有馬 孝尚、腰原 伸也、沖本 洋
一

福田真幸・西久保匠・東正樹、酒井雄樹

第67回応用物理学会 春季学術講演会（招待講演）

日本セラミックス協会2020年年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Electronic State Modulation of Magnetic Sponge upon Solvents and Gases

Ultrafast time-resolved electron diffraction revealing the reduction mechanism of graphene oxide through the photon and
thermal modes

時間分解電子回折で見た遷移金属化合物結晶薄膜の構造ダイナミクス

非鉛強誘電体CaMnTi2O6のV4+置換による自発分極増大

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 1st Asian Conference on Molecular Magnetism（ACMM2020）（国際学会）

The 1st Asian Conference on Molecular Magnetism （ACMM2020）（国際学会）

The 1st Asian Conference on Molecular Magnetism（ACMM2020）（国際学会）

The 1st Asian Conference on Molecular Magnetism（ACMM2020）（国際学会）

Yoshihiro Sekine

Jun Zhang,Wataru Kosaka , Hiroyasu Sato, Hitoshi Miyasaka

Honoka Nemoto,H. Fukunaga, W. Kosaka, H. Miyasaka

Wataru Kosaka、H. Nemotob, H. Miyasaka

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Multi-responsive charge state switching in tetraoxolene-bridged Fe two-dimensional honeycomb layered frameworks

Temperature- and Guest-Driven Electronic State Modulation in Molecular Magnets

Spin-Sandwiched Layered Frameworks; What would Happen in?

Control of the Long-Range Magnetic Ordering via Gas Adsorption in a pi-stacked Pillared Layer Framework

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 3rd Symposium for The Core Research Clusters for Materials Science and Spintronics（国際学会）

有機固体若手の会冬の学校2019 （伊東）（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

宮坂等

 ２．発表標題

宮坂等

K. Takubo, K. Yamamoto, Y. Yokoyama, K. Yamagami, Y. Zhang, Y. Hirata, H. Wadati

Yusuke Masaki and Sumio Ishihara

日本化学会東北支部　ナノマテリアルコロキウム（招待講演）

Gordon Research Conference: Ultrafast Phenomena in Cooperative Systems（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

金属錯体格子で電荷とスピンを動かすー有機導体の知恵は金属錯体格子でも使えるかー

動的スピンに基づく磁石設計―“変わる磁石”を創るー

Photo-induced dynamics of transition-metal compounds probed by time-resolved resonant soft x-ray scattering and x-ray
magnetic circular dichroism

Photo-irradiation effects on excitonic insulating phase in correlated electron system with spin degrees of freedom

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

3rd International Symposium on Negative Thermal Expansion and Related Materials (ISNTE-3)（招待講演）（国際学会）

Spin in Molecules (SiM): Theory and Applications（招待講演）（国際学会）

Masaki Azuma

Hitoshi Miyasaka

Hitoshi Miyasaka

沖本 洋一、 馬ノ段 月果、 松島 遼、石川 忠彦、腰原 伸也、 金島 佳祐、 板谷 次郎、堀内 佐智雄

2019 中日二国間配位化学交流会（招待講演）（国際学会）

MRS-J第29回年次大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Giant Negative Thermal Expansion Induced by PolarNonpolar Transitions

Phase Switchable Porous Magnets

Phase Switchable Porous Magnets

有機強誘電体の高速光制御

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

MRS-J第29回年次大会

MRS-J第29回年次大会

MRS-J第29回年次大会

MRS-J第29回年次大会（招待講演）

沖本 洋一、于 洪武、 横山 景祐、 石川 忠彦、腰原 伸也、深田 幸正、 清宮 僚人、 藤原 孝将、池田 直

西田 大介、 石川 忠彦、沖本 洋一、岡崎 俊樹、 数土 雄也、 腰原 伸也、宮脇 敦大、 高橋 一志

石川 忠彦、佐野 史弥、 後藤 崇臣、 沖本 洋一、腰原 伸也、杜 毅軟、高橋 優介、高坂 亘、宮坂 等

于 洪武、 清水 啓佑、 北條 元、重松 圭、東 正樹、 石川 忠彦、 腰原 伸也、沖本 洋一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

電子強誘電体の超高速制御

赤外領域光学スペクトルからみたスピンクロスオーバー相転移を起こす複合磁性材料における光誘起状態

中性イオン性相転移を示す新規一次元鎖状高分子単結晶における光誘起電荷移動ダイナミクス

強誘電体BiFe0.9Co0.1O3薄膜の非線形光学測定

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

相変化研究会シンポジウム2019（招待講演）

九州錯体化学50周年記念懇談会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

宮坂等

 ２．発表標題

松島 遼、内田 健人、田中 耕一郎、馬之段 月果、石川 忠彦、腰原 伸也、堀内 佐智雄、沖本 洋一

田久保 耕、山本 航平、 横山 優一、 山神 光平、Yujun Zhang、平田 靖透、 関 剛斎、 高梨 弘毅、Huiyuan Man,  中辻 知、 和達 大
樹

M. Hada, Y. Nishina

MRS-J第29回年次大会

MRS-J第29回年次大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

動的スピンに基づく磁石設計―“変わる磁石”を創るー

有機強誘電体Phz-H2caにおける高次高調波発生

時間分解X線磁気円偏光2色性相及び共鳴軟X線散乱による超高速磁気ダイナミクス観測

Unveiling the structure and reduction mechanism of graphene oxide by ultrafast pulsed electron diffraction

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学若手の会東北支部第11回勉強会

錯体化学若手の会東北支部第11回勉強会

Honoka Nemoto,H. Fukunaga, J. S. Mortensen, W. Kosaka, H. Miyasaka

Yudai Watanabe,W. Kosaka, Y. Sekine, H. Miyasaka

高坂　亘

M. Kuwahara, R. Yokoi, L. Mizuno, W. Nagata, Y. Yoshida, T. Ishida, T. Ujihara and K. Saitoh

日本結晶学会 令和元年(2019年）度年会（招待講演）

International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2019 (ICMaSS)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

π-stacked Pillared Layer構造集積体における磁気秩序変化

可変な電子状態を持つ有機金属集積体の合成およびガス吸着特性

酸素分子の電子スピンを見分ける多孔性配位高分子磁石

High-brightness pulsed electron microscopy toward advanced measurement of time-evolution in nanomaterials

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2019 (ICMaSS)（国際学会）

International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2019 (ICMaSS)（国際学会）

International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2019 (ICMaSS)（国際学会）

14th ASIA PACIFIC PHYSICS CONFERENCE（招待講演）（国際学会）

A. Shinozaki, K. Fukuwa, T. Ishida, M. Kuwahara, T. Miyoshi Y. Arai and K. Saitoh

R. Yokoi, T. Ishida, M. Kuwahara, and K. Saitoh

Masaki Azuma

L. Mizuno, M. Kuwahara, S. Kuwahara, T. Ishida and K. Saitoh

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

High-sensitive electron imaging sensor toward nano-second single shot imaging

Novel Transmission Electron Microscope Using High Brightness Pulsed Beam Emitted from NEAPhotocathode

Magnetization Reversal by Electric Field in CO Substituted Bismuth Ferrite Thin Film

Fine structure of surface plasmon on Au triangular nanoprisms via STEM-EELS

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

3rd Modan Trend of Molecular Magnetism (MTMM2019)（招待講演）（国際学会）

SMS2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yinan Du,Yusuke Takahashi, Wataru Kosaka, Hitoshi Miyasaka

 ２．発表標題

Sumio Ishihara

Hitoshi Miyasaka

Hitoshi Miyasaka

14TH ASIA-PACIFIC PHYSICS CONFERENCE（招待講演）（国際学会）

Nature Conference on Physical Properties of Metal-Organic Frameworks（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Doping Effect of Redox-inert Metal Units in a One-dimensional Donoracceptor Chain Complex Exhibiting One-step Neutral-ionic
Phase Transition

Optical Manipulation of Magnetism in a correlated electron system

Phase Switchable Porous Magnets

Electronic State Modulation in M-Tetraoxolene Honeycomb Compounds

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SMS2019（国際学会）

SMS2019（国際学会）

Haruki Oshiyama,W. Kosaka, Y. Sekine, H. Miyasaka

Honoka Nemoto, H. Fukunaga, J. S. Mortensen, W. Kosaka, H. Miyasaka

Yudai Watanabe, Y. Watanabe, W. Kosaka, H. Miyasaka

桑原真人

SMS2019（国際学会）

第2回表面真空学会若手部会研究会，日本表面真空学会 若手部会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Control of Magnetic properties of Layered Magnetic MOF with a Pinched Alkali Cation Structure

Stepwise formation of magnetic order in a π-Stacked Pillared Layer Framework

Gas Absorption Properties of Layered Metal-Organic Frameworks with Variable Electronic States

高い縮退度を有する超短パルス電子線による顕微分析手法の開発

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回高圧討論会

7th Asain conference on coordination chemistry (ACCC7)（国際学会）

7th Asain conference on coordination chemistry (ACCC7)（国際学会）

PACRIM13（招待講演）（国際学会）

D. Nishida, T. Ishikawa, T. Okazaki, Y. Sudo, Y. Okimoto, S. Koshihara, A. Miyawaki, and K. Takahashi

T. Ishikawa, F. Sano, T. Goto, Y. Okimoto, S. Koshihara, Y. Takahashi, Y. Du, W. Kosaka, H. Miyasaka

OGATA, Takahiro; AZUMA, Masaki; YAMAMOTO, Hajime;OKA, Kengo; SAKAI, Yuki

福田真幸, 東正樹

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Optical study of the photo-induced state of the spin-crossover hybrid system

Ultra-fast photoinduced dynamics in a new chain coordination-polymer that exhibits a neutral-ionic phase transition

Negative thermal expansion in electron doped PbVO3-xFx

A サイトcolumnar秩序型ペロブスカイトの高圧合成と誘電特性

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PACRIM13（国際学会）

International conference（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sumio Ishihara

 ２．発表標題

Hayato Ishizaki , Hajime Yamamoto, Yuki Sakai, Yoichi Okimoto , Shinya Koshihara , Masaki Azuma

NISHIKUBO, Takumi; SAKAI, Yuki; OKA, Kengo;MACHIDA, Akihiko; WATANUKI, Tetsu; MIZUMAKI,Masaichiro; HOJO, Hajime ;MIZOKAWA,
Takashi; AZUMA,Masaki

Zhao Pan and Masaki Azuma

PACRIM13（国際学会）

PACRIM13（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Photoinduced ultrafast nonequilibrium phenomena in correlated electron systems

Destabilization of giant tetragonal distortion of BiCoO3 by means of electron doping through Ti substitution

Negative thermal expansion in ferroelectric-palaelectric transition driven by intermetallic charge transfer in BiNi1-xFexO3

Negative Thermal Expansion in BiCoO3-Based Lead-Free Ferroelectrics

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

7th Asian Conference on Coordinatiomn Chemistry (ACCC7)（招待講演）（国際学会）

MOF-films Japan-Germany Bilateral Symposium（招待講演）（国際学会）

Hitoshi Miyasaka

Hitoshi Miyasaka

石川 忠彦, 腰原 伸也

石川忠彦, 西田大介, 沖本洋一, 腰原伸也, 佐藤文菜, 一柳光平, 深谷亮, 宮脇敦大, 高橋一志

錯体化学会 第69回討論会（招待講演）

2019年日本物理学会秋季大会（物性）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Porous Magnets based on Dynamic Spins

Electron-Donor and Acceptor Assemblies for Bulk Functional Materials and Surface Modifications

Observation of the photoinduced electronic and structural dynamics in molecular crystals by pump-probe technique

スピンクロスオーバー相転移を起こす 複合磁性材料における 光誘起状態の構造解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019年日本物理学会秋季大会（物性）

第80回 応用物理学会秋季学術講演会

日本物理学会2019年秋季大会（物性）

第80回応用物理学会秋季学術講演会

羽田 真毅，牧野 孝太郎，長谷川 太佑，井上 寛隆，大元 一輝，西川 亘，山下 善文，林 靖彦，腰原 伸也，前田 理，長谷 宗明

水野りら，桑原真人，石田高史，齋藤晃

横井 里奈, 永田 渉, 石田 高史, 長沖 功, 揚村 寿英, 桑原 真人, 齋藤 晃

西田大介, 石川忠彦, 沖本洋一, 腰原伸也, 佐藤文菜, 一柳光平, 深谷亮, 宮脇敦大, 高橋一志

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ナノ・マクロ視点から見たCNTシートの界面でのエネルギー輸送

STEM-EELSを用いた周期閉じ込め構造に誘起される表面プラズモンモードの研究

120 kVフォトカソード電子銃を用いた高輝度パルス透過電子顕微鏡の開発

赤外領域光学スペクトルからみたスピンクロスオーバー相転移を 起こす複合磁性材料における光誘起状態

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2019秋季大会,

第80回応用物理学会秋季学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

勝俣真綸, 清水陽樹, 清水啓佑, 重松圭, 東正樹

 ２．発表標題

桑原 真人，横井 里奈，永田 渉，石田 高史

篠崎 暉，福和 果歩，石田 高史，桑原 真人，三好 敏喜， 新井 康夫，齋藤 晃

若崎翔吾, Hena Das, 山本樹, 酒井雄樹, 西久保匠, 東正樹, 町田晃彦, 綿貫徹

第80回応用物理学会秋季学術講演会

第80回応用物理学会秋季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

BiFe0.9Co0.1O3薄膜のストライプ型強誘電・強磁性ドメインの面内電場印加による構造変化

コヒーレント偏極電子線をもちいた二次干渉実験

SOI ピクセル検出器を用いたナノ秒パルス電子線イメージング

PbMnO3の電荷分布再検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第80回応用物理学会秋季学術講演会

日本物理学会2019年秋季大会（招待講演）

小澤慶太, 勝俣真綸, 重松圭, 東正樹

石原純夫

正木祐輔, 石原純夫

小野淳, 山下竜律, 石原純夫

日本物理学会2019年秋季大会

日本物理学会2019年秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

陽極酸化アルミナマスクを用いたBiFe0.9Co0.1O3ナノドットの作製・評価

低次元相関電子系の高次高調波発生とその機構

スピン状態自由度のある強相関系における光照射効果と励起子絶縁相

遍歴磁性体の光励起・緩和ダイナミクスにおけるスピン軌道相互作用の効果

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2019年秋季大会

日本物理学会2019年秋季大会

日本物理学会2019年秋季大会

錯体化学会第69回討論会（招待講演）

妹尾仁嗣, 田中康寛, 石原純夫

川上洋平, 天野辰哉, 伊藤弘毅, 岸田英夫, 佐々木孝夫, 佐々木孝彦, 石原純夫, 米満賢治, 岩井伸一郎

宮坂等

今井渉平, 小野淳, 石原純夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

2次元電荷秩序系における光誘起初期ダイナミクスの理論：ドメイン壁の役割

6 fs単一サイクル近赤外パルスによる有機超伝導体の第2、第3高調波発生

S5: Advanced multifunctional molecular materials based on dynamic spin

相関電子系における高次高調波の発生機構II

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回分子科学討論会

錯体化学会 第69回討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yoshihiro Sekine, Jian Chen, Atsushi Okazawa, Hitoshi Miyasaka

 ２．発表標題

谷口 耕治、西尾 正樹，岸上 周平，黄 柏融，木村 尚次郎，宮坂 等

関根 良博、陳 健，岡澤 厚，宮坂 等

Po-Jung Huang、谷口 耕治，宮坂 等

第13回分子科学討論会

第13回分子科学討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Control of intra-lattice electron transfers in tetraoxolene-bridged two-dimensional layers

キラル希土類錯体の可視発光における強い磁気キラル二色性の実現

テトラオキソレン架橋鉄二次元層状化合物における分子内電子移動制御

層状ペロブスカイトタイプよう化鉛(II)における分子キラリティーの導入とバルク光起電力

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会 第69回討論会

錯体化学会 第69回討論会

Jun Zhang, Wataru Kosaka, Hiroyasu Sato, Hitoshi Miyasaka

Jian Chen,Yoshihiro Sekine, Atsushi Okazawa,Hitoshi Miyasaka

Yinan Du,Yusuke Takahashi, Wataru Kosaka, Hitoshi Miyasaka

K. Fukumoto, S. Koshihara, M. Noguchi, H. Watanabe, M. Hatano

錯体化学会 第69回討論会

International Conference on Silicon Carbide and Related Materials 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Solvent-Induced Multiple Magnetic Phase Switchesin Porous Layered Magnets

Acceptor-Site Doping Effects of Dynamic Electronic States in Two-dimensional Fe-TetraoxoleneHoneycomb Networks

Doping Effect of redox-inert metal units in a one-dimensional donor-acceptor chain complexexhibiting one-step neutral-ionic
phase transition

Influence of carbon-implantation on carrier density and carrier lifetimes using time, space, and spectral resolutions

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

13th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets (ISCOM2019)（国際学会）

13th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets (ISCOM2019)（国際学会）

The 11th APCTP Workshop on Multiferroics（招待講演）（国際学会）

International conference of strongly correlated electron system 2019（招待講演）（国際学会）

F. Sano, T. Goto, T. Ishikawa, Y. Okimoto, S. Koshihara, Y. Du, Y. Takahashi, W. Kosaka, H. Miyasaka

Sumio Ishihara

Sumio Ishihara

T. Ishikawa, T. Okazaki, D. Nishida, Y. Sudo, Y. Okimoto, S. Koshihara, M. Hada, A. Miyawaki, K. Takahashi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Photoinduced dynamics in a new chain coordination-polymer accompanied with a neutral-ionic phase transition

Dielectric and magnetodielectric properties in molecular solids as correlated electron systems

Photoinduced nonequilibrium dynamics in correlated electron system

The structure of the photoinduced state of the spin-crossover hybrid system

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

研究会「光物性最前線（α-I3研究会）夏バージョン」

有機ディラック電子系におけるトポロジカル現象と新奇物性開拓

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石原純夫

 ２．発表標題

田中孝記，宮田潔志、福本恵紀，中野義明，矢持秀起, 腰原伸也, 恩田健

桑原真人，横井里奈，水野りら，永田渉，石田高史，齋藤晃

石原純夫

第31回配位化合物の光化学討論会

第４回 「表面界面の機能創成とデバイス応用」セミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

強相関系励起子絶縁体の電子状態とスピン軌道相互作用の効果

時間分解光電子顕微鏡による有機導電体(EDO-TTF)2PF6の光誘起相転移の観測

超高速時間分解位相像を実現するコヒーレントパルス電子線

High harmonic generation in correlated electron systems

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Microscopy & Microanalysis 2019 (M&M 2019),（国際学会）

Microscopy & Microanalysis 2019 (M&M 2019),（国際学会）

R. Yokoi, T. Ishida, M. Kuwahara, K. Saitoh,

L. Mizuno, M. Kuwahara, S. Kuwahara, T. Ishida, K. Saitoh

Hitoshi Miyasaka

重枝勇歩, 羽田真毅, 腰原伸也，西川亘，山下善文，林靖彦

International Congress on Pure & Applied Chemistry (ICPAC) Yangon 2019（招待講演）（国際学会）

中四国応用物理学会　2019年度大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

High-Brightness Bunched Electrons Using a Semiconductor Photocathode and Optimized Acceleration Field

Fine Structure of Plasmon Hybridization on Au nanotriangles via STEM-EELS

Porous Molecular Magnets with Dynamic Spins

紫外線照射によるアモルファスH2Oの光解離過程の直接観測

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019年度 応用物理・物理系学会 中国四国支部合同学術講演会

11th International Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC 11)（招待講演）（国際学会）

NT19: International Conference on the Science and Application of Nanotubes and Low-Dimensional Materials（国際学会）

The 11th international Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-11)（国際学会）

Yoichi Okimoto

M. Hada, K. Miyata, S. Ohmura, S. Koshihara, Y. Hayashi, K. Onda, Y. Nishina

Yuki Sakai, Takumi Nishikubo, Masaichiro Mizumaki, Takashi Mizokawa, Akihiko Machida, Tetsu Watanuki, Yoichi Okimoto, Shin-
ya Koshihara and Masaki Azuma

重枝勇歩，羽田真毅，腰原 伸也，西川亘，山下善文，林靖彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ultrafast Nonlinear Spectroscopy in electronic ferroelectric iron oxides

Ultrafast combinational techniques revealing reduction mechanisms of graphene oxide via photoexictation and heating

Negative thermal expansion in Bi1-xPbxNiO3 (0.6 <=x <=0.8) induced by polar-nonpolar transition

紫外線照射によるアモルファスH2Oの光解離過程の直接観測

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 11th international Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-11)（国際学会）

The 11th international Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-11)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hayato Ishizaki, Hajime Yamamoto, Yuki Sakai and Masaki Azuma

 ２．発表標題

Takumi Nishikubo, Yuki Sakai, Akihiko Machida, Tetsu Watanuki, Hajime Hojo, Takashi Mizokawa and Masaki Azuma

Shogo Wakazaki, Yuki Sakai, Takumi Nishikubo and Masaki Azuma

Marin Katsumata, Haruki Shimizu, Keisuke Shimizu, Kei Shigematsu and Masaki Azuma

The 11th international Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-11)（国際学会）

The 11th international Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-11)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Destabilization of giant tetragonal distortion of BiCoO3 by means of electron doping through Ti substitution

Negative thermal expansion in ferroelectric-palaelectric transition driven by intermetallic charge transfer in BiNi1-xFexO3

Charge ordering and lone pair effect in Bi0.5Pb0.5MnO3

Ferroelectric and ferromagnetic domain switching using in-plane electric field in BiFe0.9Co0.1O3 thin film

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会第75回学術講演会

日本顕微鏡学会第75回学術講演会

水野りら，石田高史，桑原彰太，桑原真人，齋藤 晃

篠崎 暉，福和果歩，石田高史，桑原真人，三好敏喜，新井康夫，齋藤 晃

横井里奈，永田 渉，水野りら，石田高史，桑原真人，齋藤 晃

冨樫将孝，石田高史，小松正弥，長尾全寛，肖 英紀，桑原真人，齋藤 晃

日本顕微鏡学会第75回学術講演会

日本顕微鏡学会第75回学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

金ナノプレートの局在表面プラズモンをもちいたカップリング効果の研究

SOI-CMOSイメージセンサを用いた単パルス電子線イメージングにおける高効率検出

高密度パルス電子線発生を可能にする120kVパルス透過電子顕微鏡の開発

Co-Zn-Fe合金の電子顕微鏡学的評価

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

粉体粉末冶金協会2019年度春季大会

粉体粉末冶金協会2019年度春季大会

The International Conference on Ultrafast and Nonlinear Dynamics of Quantum Materials, Ultrafast Paris 2019（国際学会）

Germany-Japan Joint Seminar on Advanced Electron Microscopy and its Application（招待講演）（国際学会）

小澤慶太, 勝俣真綸, 重松圭, 東正樹

M. Hada, T. Ishikawa, Y. Okimoto, N. Keio, T. Asaka, A. Ozawa, T. Suzuki, K. Onda, M. Saigo, T. Nishikawa, Y. Yamashita, T.
Yokoya, J. Matsuo, N. Abe, T. Arima, Y. Hayashi, S. Kosihara

M. Kuwahara

若崎翔吾, 西久保匠, 今井孝, 東正樹, 酒井雄樹

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

陽極酸化アルミナマスクを用いたBiFe0.9Co0.1O3ナノドットの作製・評価

Atomically-resolved Observation of Oxygen Transportation in EuBaCo2O5.38

Spin-Polarized Pulse-TEM

Bi0.5Pb0.5MnO3における電荷秩序と孤立電子対効果

 １．発表者名
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

4th BORDEAUX Olivier Kahn Discussions (4th BOOK-D)（招待講演）（国際学会）

2nd Advanced Material Chemistry Workshop（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Wataru Kosaka

 ２．発表標題

Kei Shigematsu, Keisuke Shimizu, Kazumasa Yamamoto, Masaki Azuma

Sumio Ishihara

Hitoshi Miyasaka

2019CCMR[ the 2019 Collaborative Conference on Materials Research ]（招待講演）（国際学会）

The Superstripes 2019（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Construction of porous magnets realizing synergistic responses of gas adsorption and magnetic phase transition

Epitaxial growth and strain manipulation of functions in quadruple perovskite oxides

Optical Manipulation of Magnetism in a correlated electron system

Porous Magnets for Gas Sensing

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第137回金属材料研究所講演会

第137回金属材料研究所講演会

Jun Zhang, Wataru Kosaka, Hitoshi Miyasaka

Jian Chen, Yoshihiro Sekine, Hitoshi Miyasaka

Po-Jung Huang, Kouji Taniguchi, Hitoshi Miyasaka

谷口 耕治、西尾 正樹，岸上 周平，黄 柏融，木村 尚次郎，宮坂 等

第137回金属材料研究所講演会

第80回岡崎コンファレンス

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Reversible Magnetic Phase Control via Intercalating Paramagnetic O2 in a Porous Layered Magnet

Charge Variation in a Tetraoxolene-bridged Fe-based 2-D Honeycomb Layered Chameleonic Material Induced by Temperature and
Guest Molecules

Bulk photovoltaic effect and the polarity-chirality coupling in perovskite-type chiral two-dimensional lead(II) iodides

Strong magneto-chiral dichroism for visible light emission in the rationally designed enantiopure terbium complex

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Japan Adsorption 2019

第36回無機分析コロキュウム

CICC-11［ the International Conference on High-Performance Ceramics (CICC)］（招待講演）（国際学会）

One-Day Indo-Japan Symposium on Structural Dynamics at Different Time and Length Scale（招待講演）（国際学会）

Jian Chen

Masaki Azuma

S. Koshihara

Wataru Kosaka, Jun Zhang, and Hitoshi Miyasaka

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Thermally Induced Valence Tautomeric Transition in a Two-Dimensional Fe-Tetraoxolene Honeycomb Network

Enhanced Piezoelectric Response due to Polarization Rotation in Cobalt-Substituted BiFeO3

Development of ultrafast photo-functional materials by nanoscale and femtosecond structural dynamics

Gas-Responsive Porous Magnet Distinguishes the Electron Spin of Molecular Oxygen

 １．発表者名
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 ３．学会等名
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The 8th Indo-Japan Seminar “Designing Emergent Materials”（招待講演）（国際学会）

International School and Symposium on Ultrafast Control of Materials (UCM2018)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tsugumi Umanodan, Tadahiko Ishikawa, Shin-ya Koshihara, Sachio Horiuchi and Yoichi Okimoto

 ２．発表標題

T. Ishikawa,T. Okazaki,D. Nishida,Y. Sudo,Y. Okimoto,S. Koshihara,M. Hada,A. Miyawaki,K. Takahashi

M. Azuma, K. Shimizu, R. Kawabe, H. Yamamoto, K. Shigematsu, H. Hojo, K. Mibu

Kei Shigematsu, Kazumasa Yamamoto, Keisuke Shimizu, and Masaki Azuma

Sixth Banff Meeting on Structural Dynamics（国際学会）

The 8th Indo-Japan Seminar “Designing Emergent Materials”（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Ultrafast Electronic-Structural Coupled Dynamics in Supramolecular Ferroelectric Cocrystals

The Optical Study of Photoinduced Structural change in the Spin-crossover Hybrid System

Magnetization Reversal by Electric Field at Room Temperature in Co Substituted BiFeO3 Thin Film

Epitaxial growth and strain manipulation of magnetic anisotropy in room temperature ferrimagnetic quadruple perovskite

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 12th International Conference on Excitonic and Photonic Processes in Condensed Matter and Nano Materials (EXCON2018)（国
際学会）

International Conference on Advancement in Science & Technology (ICAST-2018)（招待講演）（国際学会）

Tsugumi Umanodan, Keisuke Kaneshima, Kengo Takeuchi, Nobuhisa Ishii, Jiro Itatani, Koichiro Tanaka, Hideki Hirori, Sachio
Horiuchi, Tadahiko Ishikawa, Shin-ya Koshihara and Yoichi Okimoto

S. Koshihara

Tadahiko Ishikawa, Ken Onda, Yoichi Okimoto, Shin-ya Koshihara, Reizo Kato, and Reiji Kumai

Tadahiko Ishikawa, T. Okazaki and S. Koshihara, K. Takahashi

the 43rd International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018)（国際学会）

Conductivity and Magnetism in Molecular Materials, Gordon Research Conference, ~Emergent Materials and Phenomena as
Foundation for Future Molecule-Based Devices~（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ultrafast Photo Control of Proton-Mediated Organic Ferroelectric Systems

Ultrafast photo-control of Charge-Structure-Spin Coupled Order in Strongly Correlated Quantum Matters -For the Future of
Ultrafast Quantum Technology

Observation of the photoinduced structural dynamics in molecular crystals with Structure-Charge-Spin coupling

Photoinduced phenomena of the spin-crossover molecular hybrid system

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sixth Banff Meeting on Structural Dynamics（国際学会）

Indo-Japan Symposium on Structural Dynamics at Different Time and Length Scale（招待講演）（国際学会）

日本物理学会　2018年秋季大会

日本物理学会　2018年秋季大会

S. Koshihara

横山景祐, 馬ノ段月果, 石川忠彦, 腰原伸也, 沖本洋一, 藤原孝将, 池田直

石川忠彦, 岡崎俊樹, 沖本洋一, 腰原伸也, 羽田真毅, 宮脇敦大, 高橋一志

T. Ishikawa,T. Okazaki,D. Nishida,Y. Sudo,Y. Okimoto,S. Koshihara,M. Hada,A. Miyawaki,K. Takahashi
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of ultrafast photo-functional materials by nanoscale and femtosecond structural dynamics

電子強誘電体YbFe2O4の非線形光学測定と励起状態

スピンクロスオーバー相転移を起こす複合磁性材料における光誘起状態の研究

The Optical Study of Photoinduced Structural change in the Spin-crossover Hybrid System

 １．発表者名
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2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第28回 日本MRS年次大会

第28回 日本MRS年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

亀谷亜紀子, 馬ノ段月果,  松島遼, 石川忠彦, 腰原伸也, 堀内佐智雄, 沖本洋一

 ２．発表標題

佐野 史弥,後藤 崇臣,石川 忠彦,沖本 洋一,腰原 伸也,杜 毅楠,高橋 優介,高坂 亘,宮坂 等

ノ段月果, 亀谷亜紀子, 松島遼, 石川忠彦, 腰原伸也, 堀内佐智雄, 沖本洋一

沖本洋一, 横山景祐, 馬ノ段月果, 石川忠彦, 腰原伸也, 藤原孝将, 池田直

第28回 日本MRS年次大会

第28回 日本MRS年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

有機強誘電体Phz-H2caのラマン分光

中性イオン性相転移を示す新しい配位高分子鎖における光誘起ダイナミクス

有機強誘電体Phz-H2caのフェムト秒非線形光学分光

電子強誘電体の非線形光学分光

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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第28回 日本MRS年次大会

日本物理学会 第74回年次大会

石川忠彦, 岡崎俊樹, 沖本洋一, 腰原伸也, 羽田真毅, 宮脇敦大, 高橋一志

佐野 史弥,後藤 崇臣,石川 忠彦,沖本 洋一,腰原 伸也,杜 毅楠,高橋 優介,高坂 亘,宮坂 等

藤井俊旭、駒淵舞、漆原大典、浅香透、福田功一郎、横山景祐、沖本洋一、腰原伸也、廣瀬左京、川瀬寛将、木村健太、木村剛

横山景祐, 馬ノ段月果, 石川忠彦, 腰原伸也, 沖本洋一, 藤原孝将,池田直

日本物理学会 第74回年次大会

日本物理学会2019年年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

複合機能性スピンクロスオーバー錯体における光誘起状態の光学的研究

中性イオン性相転移を示す新規一次元鎖状高分子における光誘起電荷移動ダイナミクス

Z型六方晶フェライトにおける電気分極と磁化容易方向の検討

電子強誘電体YbFe2O4の非線形光学測定と励起状態Ⅱ

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミック協会2019年年会

Photocathode Physics for Photoinjectors（招待講演）（国際学会）

第63回化合物新磁性材料専門研究会（国際学会）

日本学術振興会第１３２委員会　第２３１回研究会（国際学会）

M. Kuwahara

桑原真人

桑原真人

早川 達也・漆原 大典・浅香 透・福田 功一郎・ 于 洪武・沖本 洋一・腰原 伸也・小西 伸弥・田中 勝久

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Semiconductor photocathode in a transmission electron microscope

スピン偏極パルスTEMの開発とそのコヒーレンス

&nbsp;NEA半導体フォトカソードを応用した電子顕微鏡開発とその性能

回折法と顕微鏡法に基づく超空間群を用いたYb2Fe3O7の変調構造解析

 １．発表者名
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第７４回年次大会

日本物理学会第７４回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

横井里奈, 水野りら, 篠崎暉, 石田高史, 桑原真人, 齋藤晃

 ２．発表標題

桑原真人

水野りら、石田高史、桑原彰太、桑原真人、齋藤晃

冨樫将孝, 石田高史, 小松正弥, 長尾全寛, 肖英紀, 桑原真人, 齋藤晃

日本顕微鏡学会第７４回学術講演会（国際学会）

日本物理学会第７４回年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

高密度パルス電子線発生のため120kVフォトカソード電子銃の開発

スピン偏極パルス電子源を搭載した透過電子顕微鏡の開発および超高速ミクロスコピー・スペクトロスコピー手法としての実験的研究

STEM-EELSを用いた金ナノプレートの局在表面プラズモン及びそのカップリング効果の研究

透過型電子顕微鏡を用いたCo-Zn-Fe合金の磁気構造観察

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

6th Banff Meeting on Structural Dynamics（国際学会）

6th Banff Meeting on Structural Dynamics（国際学会）

Masaki Hada

T. Sawa, M. Hada, K. Miyata, S. Ohmura, Y. Arashida, K. Ichiyanagi, I. Katayama, T. Suzuki, Wang Chen, S. Mizote, T.
Nishikawa, Y. Yamashita, T.i Yokoya, T. Seki, J. Matsuo, T. Tokunaga, C. Itoh, K. Tsuruta, R. Fukaya, S. Nozawa, S. Adachi,
J. Takeda, K. Onda, S. Koshihara, Y. Hayashi, Y. Nishina

羽田 真毅、重枝 勇歩、林 靖彦、腰原 伸也

森 光生、羽田 真毅、西川 亘、山下 善文、林 靖彦、井上 寛隆、伊東 千尋、腰原 伸也

2018年第79回応用物理学会秋季学術講演会

2018年度 応用物理・物理系学会　中国四国支部 合同学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ultrafast structural dynamics of soft matter

Structure and photoinduced dynamics of graphene oxide revealed by ultrafast time-resolved electron diffraction

紫外光励起による解氷の構造ダイナミクス

ポリジアセチレンの熱・光誘起による相転移とそれに伴う構造変化

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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〔産業財産権〕

〔その他〕

Springer Series in Materials Science 191

腰原・沖本研ホームページ　http://www.pipt.sci.titech.ac.jp/ 
巨大負熱膨張のメカニズムを解明 －さらなる新材料の設計に道を拓く 
https://www.titech.ac.jp/news/2021/061866 
鉄酸鉛の特異な電荷分布を解明 電荷秩序が磁化の方向変化を誘起、負熱膨張への展開も 
https://www.titech.ac.jp/news/2021/049460 
光照射による結晶中の酸素移動とその直接観測に初成功～燃料電池開発などの新たな展開に期待～　https://www.titech.ac.jp/news/2021/061833 
室温で結晶内の電子秩序が強誘電性を生み出すことを発見 超高速電子材料の実現へ 
https://www.titech.ac.jp/news/2021/049042.html 
高強度超短光パルスによる光高調波発生の新しい仕組みを解明 
http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2020/04/press20200420-01-kocho.html 
光照射された液晶分子が瞬時に集団的運動をする現象を初観測 
https://www.t.u-tokyo.ac.jp/shared/press/data/setnws_201909171055202136267457_930935.pdf 
2つの起源で“温めると縮む”新材料を発見https://www.titech.ac.jp/news/2019/044505.html 
光が創る新しい炭素材料－酸化グラフェンの光による酸素除去メカニズムを解明－ 
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/release/release_id656.html 
新材料の“温めると縮む”効果、2つのメカニズムの同時発生で高まることを発見 
https://www.titech.ac.jp/news/2019/045747.html 
極短い電子線パルスの簡便で汎用的な評価手法を開発 
https://www.titech.ac.jp/news/2022/065521 
10兆分の1秒以下のコマ撮りが可能な電子線分子動画撮影装置の開発に成功 
https://www.titech.ac.jp/news/2022/064077
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New Frontier of Strongly Correlated Electron Materials（招待講演）（国際学会）
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Optical Manipulation of Magnetism in a Correlated Electron System

Porous Magnets for Gas Sensing
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